
食用油は消防法では、次の分類に属します。


危険物第４類　引火性液体


動植物油類＊引火点が250℃未満のものに限る。


指定数量10,000リットル


指定数量未満である場合、危険物としての届出は必要ありません。


しかし、市の火災予防条例により、指定数量の1/5以上の数量（廃油の場合2000リットル）を貯蔵する場合、管轄の消防署へ届け出ることが義務付けられています。


それ以下の数量の場合、特に届出を必要とはしませんが、条例３１条（別欄参照）を守る必要があります。








数量に関わらず危険物の運搬の際には、その容器、積載方法及び、運搬方法について政令で定める技術上の基準に従わなければなりません。（特に資格取得者の同行を必要とはしません。）


危険物運搬の際には、類によって混載を禁止されているものがありますが、指定数量1/10であれば適用されません。


運搬の際、容器にはいくつか守らなければならない、きまりがあります。


・運搬容器の構造は、堅固で容易に破損するおそれがなく、かつ、収納された危険物が漏れるおそれがないものでなければならない。 


・液体の危険物は、内容積の98％以下の収納率であって、かつ、55℃の温度において漏れのないように十


分な空間容積を有して収納しなくてはならない。


・運搬容器の外部には、次の内容を表示し積載しなければなりません。 


1.危険物の品名、危険等級及び化学名（第四類の危険物のうち水溶性のものは「水溶性」） 


2.危険物の数量 


3.収納する危険物に応じた次の注意事項(火気厳禁、禁水、空気接触厳禁、衝撃注意、可燃物接触注意


　など） 


一般的なポリ容器（３０リットルまで）に「動植物油類」「火気厳禁」「集める目標量（２９．４リットルなど）」を記載すれば大丈夫です。


条例３１条（別欄参照）も守りながら、安全に運ぶように注意しましょう。








大阪市火災予防条例３１条


(1)　危険物を貯蔵し、又は取り扱う場合は、火災予防上安全な場所で行うこと


(2)　危険物を貯蔵し、又は取り扱う場所においては、みだりに火気を使用しないこと


(3)　危険物を貯蔵し、又は取り扱う場所においては、常に整備及び清掃を行うとともに、みだりに空箱その他の不必要な物件を置かないこと


(4)　危険物を貯蔵し、又は取り扱う場合は、当該危険物が漏れ、あふれ、又は飛散しないよう必要な措置を講ずること


(5)　危険物を容器に収納して貯蔵し、又は取り扱うときは、その容器は、当該危険物の性質に適応し、かつ、破損、腐食、裂け目等がないものであること


(6)　危険物を収納した容器を貯蔵し、又は取り扱う場合においては、みだりに転倒させ、落下させ、衝撃を加え、又は引きずる等粗暴な行為をしないこと


(7)　危険物を収納した容器を貯蔵し、又は取り扱うときは、地震等により、容易に容器が転倒し、若しくは転落し、又は他の落下物により損傷を受けないよう必要な措置を講ずること


(8)　危険物又は危険物のくず、かす等を廃棄する場合は、それらの性質に応じ、安全な場所において、他に危害又は損害を及ぼすおそれのない方法により行い、下水道、河川、空地等に投棄しないこと








参考：消防法、大阪市火災予防条例


問い合わせ：大阪市消防局保安・規制担当　　　　　








